
ナルコティクス アノニマス

塀の中で



編
へん

集
しゅう

者
しゃ

注
ちゅう

：　本
ほん

文
ぶん

中
ちゅう

の太
ふと

字
じ

の段
だん

落
らく

は、NA メンバーの個
こ

人
じん

の経
けい

験
けん

が書
か

かれたものである。なかには、意
い

味
み

を明
めい

確
かく

にするために一
いち

部
ぶ

編
へん

集
しゅう

しているものもあるが、内
ない

容
よう

や言
こと

葉
ば

づかいは変
か

えていない。こ
こで、刑

けい

務
む

所
しょ

に服
ふく

役
えき

中
ちゅう

に原
げん

稿
こう

を寄
よ

せてくれた NA メンバーたちに感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちをささげたい。彼
かれ

らの協
きょう

力
りょく

がなかったら、本
ほん

誌
し

の発
はっ

行
こう

は
けっして実

じつ

現
げん

しなかった。



1塀の中で

はじめに

　このパンフレットは、現
げん

在
ざい

服
ふく

役
えき

中
ちゅう

で、薬
やく

物
ぶつ

の問
もん

題
だい

があると思
おも

われ
る人

ひと

たちに向
む

け、ナルコティクス アノニマスで回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

むア
ディクトたちによって書

か

かれたものである。

　以
い

下
か

のページには、アディクションの病
びょう

気
き

から、刑
けい

務
む

所
しょ

や施
し

設
せつ

の

なかで、または出
しゅっ

所
しょ

してから回
かい

復
ふく

した経
けい

験
けん

が紹
しょう

介
かい

されている。

　そこでまずは肩
かた

の力
ちから

を抜
ぬ

き、心
こころ

を開
ひら

いて、この『塀
へい

の中
なか

で』をぜ

ひ読
よ

んでいただきたい。クリーンを続
つづ

け、人
じん

生
せい

を変
か

える役
やく

に立
た

つこ

とと思
おも

う。希
き

望
ぼう

はかならずあるのだから。

塀
へい

のなかで

　現
げん

在
ざい

、ナルコティクス アノニマスで回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

む私
わたし

たちに
とって、薬

やく

物
ぶつ

を使
つか

っていた日
ひ

々
び

は、まさに凶
きょう

悪
あく

な犯
はん

罪
ざい

者
しゃ

を収
しゅう

監
かん

する
いちばん過

か

酷
こく

な環
かん

境
きょう

の刑
けい

務
む

所
しょ

のようだった。NA で回
かい

復
ふく

を知
し

り、塀
へい

のなかでも自
じ

由
ゆう

があることを知
し

った私
わたし

たちは、ここでぜひ自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えや気
き

持
も

ち、経
けい

験
けん

を分
わ

かち合
あ

いたい。一
ひと

人
り

ひとりの経
けい

験
けん

はみな違
ちが

う
かもしれないが、事

じ

実
じつ

をしっかり見
み

据
す

えてみれば、私
わたし

たちが感
かん

じて
いたことはあまり変

か

わらないことがわかるだろう。さらに回
かい

復
ふく

を進
すす

めるにつれ、お互
たが

いが経
けい

験
けん

したことをもっと理
り

解
かい

できるようになる
と思

おも

う。

　私
わたし

の話
はなし

はみんなとあまり違
ちが

わない。劣
れっ

等
とう

感
かん

を抱
かか

えながら大
おお

き
くなった。薬

やく

物
ぶつ

を使
つか

えば自
じ

信
しん

がついたし、嫌
いや

な感
かん

情
じょう

も忘
わす

れられ
た。ぜったいにやりませんと言

い

ったことばかり、いつもやって
いた。うそをつき、人

ひと

をだまし、盗
ぬす

みを働
はたら

いた。年
ねん

中
じゅう

つかまっ



2 塀の中で

ていたが、ついに刑
けい

務
む

所
しょ

に送
おく

りこまれた。

　薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

い始
はじ

めるのに、年
ねん

齢
れい

は関
かん

係
けい

ない。私
わたし

たちにとって、薬
やく

物
ぶつ

の進
しん

行
こう

が終
お

わりを告
つ

げるのは、刑
けい

務
む

所
しょ

や収
しゅう

容
よう

施
し

設
せつ

に入
はい

ったとき、あ
るいは命

いのち

を落
お

としたときだ。現
げん

実
じつ

をしっかり見
み

つめてみたら、ア
ディクションで自

じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

がどうなったかがよくわかった。

　自
じ

分
ぶん

は 41 歳
さい

。刑
けい

務
む

所
しょ

や施
し

設
せつ

にどのぐらい入
はい

っていたかとい
えば、ともかく長

なが

い。少
しょう

年
ねん

院
いん

にいたとき、10 歳
さい

で始
はじ

めた。そ
して制

せい

度
ど

がそうなっているから 15 歳
さい

で少
しょう

年
ねん

院
いん

を終
お

えた。せい
せいした。少

しょう

年
ねん

院
いん

を出
で

るなり、すぐにまた使
つか

い始
はじ

めた。それか
らは薬

やく

物
ぶつ

と犯
はん

罪
ざい

にのめり込
こ

んだ。自
じ

慢
まん

じゃないが、自
じ

分
ぶん

はそこ
そこのところでやめられた。だから 25 年

ねん

も使
つか

い続
つづ

けることに
なった。

　薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

うと、人
ひと

から尊
そん

敬
けい

され、自
じ

分
ぶん

は立
りっ

派
ぱ

な人
にん

間
げん

だと誇
ほこ

りに思
おも

える妄
もう

想
そう

が生
う

まれた。薬
やく

物
ぶつ

から勇
ゆう

気
き

をもらえたし、自
じ

分
ぶん

を受
う

け入
い

れ

ることができたし、自
じ

分
ぶん

が価
か

値
ち

あるなかなかの人
じん

物
ぶつ

だと思
おも

えるよう

になった。だがそれもつかの間
ま

。やがて、使
つか

う前
まえ

の空
から

っぽの自
じ

分
ぶん

が

戻
もど

ってきた。薬
やく

物
ぶつ

が自
じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

や生
い

き方
かた

をことごとく痛
いた

めつけたよ

うに、アディクションという病
びょう

気
き

は、社
しゃ

会
かい

的
てき

にどんなレベルの人
ひと

で

も逃
のが

れられないことを、NA にいる私
わたし

たちは知
し

っている。使
つか

ったら

問
もん

題
だい

が起
お

こるのだと認
みと

めることが回
かい

復
ふく

の始
はじ

まりなのだ。

　アディクションを続
つづ

けた当
とう

然
ぜん

の報
むく

いで、気
き

がついたら自
じ

由
ゆう

に
出
で

入
はい

りできない刑
けい

務
む

所
しょ

のなかにいました。気
き

がついたらと書
か

い
たのは、これまで拘

こう

留
りゅう

されたり有
ゆう

罪
ざい

判
はん

決
けつ

を受
う

けたりしたことは
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何
なん

度
ど

もあったのに、私
わたし

だけは訴
うった

えられる心
しん

配
ぱい

はないと思
おも

ってい
たからです。法

ほう

律
りつ

は私
わたし

ではなく、みんなを罰
ばっ

するためのものだ
と思

おも

っていました。なにしろ私
わたし

は、アッパーミドルクラスの白
はく

人
じん

の家
か

庭
てい

（中
ちゅう

流
りゅう

の上
うえ

の階
かい

級
きゅう

の家
か

庭
てい

）の出
で

で、女
じょ

性
せい

だし、高
たか

い教
きょう

養
よう

を身
み

に付
つ

けている、特
とく

別
べつ

な存
そん

在
ざい

だからです。

　私
わたし

はアディクションのまっただなかにいたので、苦
くる

しくてた
まらず、独

どく

房
ぼう

に閉
と

じ込
こ

められたり、精
せい

神
しん

異
い

常
じょう

の犯
はん

罪
ざい

者
しゃ

を収
しゅう

容
よう

す
る病

びょう

棟
とう

で手
て

足
あし

を拘
こう

束
そく

されたりしていました。こんな辛
つら

い思
おも

いを
するとは思

おも

っていませんでした。アディクションは人
ひと

を選
えら

ばな
いのだと、やっと信

しん

じられるようになりました。私
わたし

は特
とく

別
べつ

では
ないのです。

　私
わたし

たちは最
さい

初
しょ

から逃
に

げ回
まわ

っていた。なかには、想
そう

像
ぞう

を絶
ぜっ

する虐
ぎゃく

待
たい

を身
しん

体
たい

的
てき

にも精
せい

神
しん

的
てき

にも受
う

けてきた者
もの

がいる。けっして終
お

わること
のない冷

れい

酷
こく

で暴
ぼう

力
りょく

的
てき

な環
かん

境
きょう

のなかで生
い

きてきた者
もの

もいる。そんな
悲
ひ

惨
さん

な絶
ぜつ

望
ぼう

感
かん

はまともに耐
た

えられるものではなかった。だから何
なん

の
希
き

望
ぼう

もない毎
まい

日
にち

から逃
のが

れようとして、救
すく

いを求
もと

めた。救
すく

いは薬
やく

物
ぶつ

に
あった。それからは使

つか

う人
じん

生
せい

になった。

　最
さい

初
しょ

に刑
けい

務
む

所
しょ

入
い

りしたとき、アディクトならみんなが経
けい

験
けん

し
ているように、私

わたし

も薬
やく

物
ぶつ

のために生
い

きていました。子
こ

供
ども

たちは
福
ふく

祉
し

に連
つ

れ去
さ

られました。刑
けい

務
む

所
しょ

に入
はい

ったのは、夫
おっと

を射
しゃ

殺
さつ

した
からです。まだ狂

きょう

乱
らん

状
じょう

態
たい

だったというのに、まず頭
あたま

に浮
う

かん
だのは、というより考

かんが

えることはみんな、この刑
けい

務
む

所
しょ

のなかで
どうやって薬

やく

物
ぶつ

を手
て

に入
い

れるかだけでした。

　私
わたし

たちのなかには、刑
けい

務
む

所
しょ

暮
く

らしといっても、普
ふ

通
つう

の暮
く

らしと特
とく
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に変
か

わったところはないという者
もの

もいる。いずれにしても、私
わたし

たち
のほとんどがアディクションという病

びょう

気
き

のために何
なん

らかのかたちで
苦
くる

しんできた。薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

ったのは、毎
まい

日
にち

をやり過
す

ごすためだ。なぜ
ならその方

ほう

法
ほう

しか生
い

き残
のこ

れる道
みち

がなかったからだ。私
わたし

たちがいま
NA で回

かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

んでいるのは、薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

っても何
なん

の解
かい

決
けつ

にもな
らなくなったばかりか、薬

やく

物
ぶつ

を使
つか

うこと自
じ

体
たい

がどうにもならない問
もん

題
だい

になったからだ。薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

ってもうまくいかなくなった。私
わたし

たち
はどんなことがあっても薬

やく

物
ぶつ

のことしか考
かんが

えられなくなっていた。
これもアディクションの狂

きょう

気
き

の部
ぶ

分
ぶん

だ。

アディクションの狂
きょう

気
き

　私
わたし

たちのほとんどが、自
じ

分
ぶん

の生
い

き方
かた

がどれほど狂
きょう

気
き

なのかが長
なが

い
こと見

み

えなかった。アディクションという病
びょう

気
き

が進
しん

行
こう

するにつれ、
薬
やく

物
ぶつ

を手
て

に入
い

れるために私
わたし

たちがやったことはますます狂
きょう

気
き

の度
ど

を
増
ま

した。愛
あい

する何
なに

もかもを傷
きず

つけ、そしてぶち壊
こわ

した。そういうと
きの自

じ

分
ぶん

の感
かん

情
じょう

から目
め

をそらすためにはもっと使
つか

う必
ひつ

要
よう

があった。

　薬
くすり

で酔
よ

っぱらうと、人
ひと

のことなんてどうでもよくなる。他
た

人
にん

の物
もの

だって頂
ちょう

戴
だい

するし、相
あい

手
て

を痛
いた

めつけるし、人
ひと

が苦
くる

しんでい
ようがおかまいなしだ。そんなことより、薬

やく

物
ぶつ

が必
ひつ

要
よう

だから
だ。つかまったってかまわない。なにしろ正

しょう

気
き

じゃない。やめ
させるために何

なに

をしても無
む

駄
だ

なこと。なにしろ、みんながどん
なことをしてくれようと、自

じ

分
ぶん

が自
じ

分
ぶん

にしていることは、目
め

も
当
あ

てられないほどひどいことだからだ。

　狂
きょう

気
き

の度
ど

合
あ

いは一
ひと

人
り

ひとりみな違
ちが

った。家
か

族
ぞく

も自
じ

由
ゆう

もなくした狂
きょう

気
き

。はたまた、自
じ

分
ぶん

が生
い

きようが死
し

のうがどうでもいいというもっ
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と深
しん

刻
こく

な狂
きょう

気
き

だ。

　薬
やく

物
ぶつ

を多
おお

くやりすぎて、命
いのち

はないと宣
せん

告
こく

されたものの、意
い

識
しき

を取
と

り戻
もど

した。その途
と

端
たん

、救
すく

ってくれた男
おとこ

にさんざん悪
あく

態
たい

をつ
いた。これまで、いろいろなやり方

かた

でどれだけの人
ひと

を傷
きず

つけた
だろうか。自

じ

分
ぶん

のために家
か

族
ぞく

が死
し

にそうになったこともある。
それは警

けい

官
かん

が大
だい

嫌
きら

いで、自
じ

分
ぶん

を守ろうとして警
けい

官
かん

を殺そうとし
たときだ。それはそれはいろいろな収

しゅう

容
よう

施
し

設
せつ

に入
はい

った。いまも
入
はい

っている。

　目
め

を覚
さ

ましたときの気
き

持
も

ちの悪
わる

さや、使
つか

いたい衝
しょう

動
どう

に自
じ

分
ぶん

が
あやつられるのがどういうものかをよく知

し

っている。どうか死
し

んでいますように、という思
おも

いがどんなものかもわかってい
る。それは経

けい

験
けん

済
ず

みだ。ともかく苦
くる

しくて、ひどい気
き

分
ぶん

で、
まったく何

なに

もできなくて、死
し

人
にん

を見
み

たとき、それが自
じ

分
ぶん

だった
らいいのにとどんなに願

ねが

っただろうか。

　ひとたび刑
けい

務
む

所
しょ

に入
はい

ったら、薬
やく

物
ぶつ

が外
そと

の世
せ

界
かい

のようには簡
かん

単
たん

に手
て

に入
はい

らないことがわかる。だから薬
やく

物
ぶつ

に手
て

をつけない者
もの

もいれば、
そういう環

かん

境
きょう

だからやむをえず薬
やく

物
ぶつ

から離
はな

れている者
もの

もいる。それ
がかなり長

なが

い期
き

間
かん

におよぶこともある。ところがけっきょく同
おな

じこ
とになる。薬

やく

物
ぶつ

に手
て

をつけたら、遅
おく

かれ早
はや

かれ、またアディクショ
ンの悪

あく

循
じゅん

環
かん

にハマるのだ。どんな種
しゅ

類
るい

の薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

ったか、どのぐ
らいの量

りょう

を使
つか

ったかなど問
もん

題
だい

ではないことを NA にいる私
わたし

たちは
よく知

し

っている。問
もん

題
だい

なのは、使
つか

ったらどうなったか、なのだ。

　私
わたし

たちは自
じ

分
ぶん

に言
い

い聞
き

かせた。薬
やく

物
ぶつ

のおかげで生
い

きやすくなり、

時
じ

間
かん

はあっという間
ま

にすぎ、先
せん

頭
とう

に立
た

っていろいろな場
ば

面
めん

を仕
し

切
き

れ
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るようになったじゃないか、と。けれども、薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

うことより

も、アディクションの病
びょう

気
き

のほうがはるかに深
しん

刻
こく

だと思
おも

い知
し

らされ

た。アディクションという病
びょう

気
き

は、からだも、スピリチュアルな面
めん

も、感
かん

情
じょう

も侵
おか

し、自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

のあらゆる部
ぶ

分
ぶん

に影
えい

響
きょう

がおよぶ。使
つか

っ

ていない時
じ

間
かん

は、使
つか

うことを考
かんが

え、どこで手
て

に入
い

れるか、いくらか

かるかということしか頭
あたま

になくなる。

　私
わたし

たちはみな、自
じ

分
ぶん

なりに狂
きょう

気
き

のどん底
ぞこ

に落
お

ちたが、そのどん底
ぞこ

がどの程
てい

度
ど

のものであれ、苦
くる

しいことに変
か

わりはなかった。そのと

きの思
おも

いがどうだったとしても、どんなにつらいものだったとして

も、自
じ

分
ぶん

をしっかりと見
み

つめる必
ひつ

要
よう

があることがわかった。答
こた

えを

探
さが

すうえで、こんな問
と

いかけをするとよいだろう。

１． 薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

い果
は

たしたら、と考
かんが

えるだけで、今
いま

にも死
し

んでし
まいそうな感

かん

じになるか？　それは恐
おそ

れか？
２． 薬

やく

物
ぶつ

の効
こう

果
か

が期
き

待
たい

どおりに続
つづ

いたのは、どのぐらいの期
き

間
かん

だったろうか？
３． 薬

やく

物
ぶつ

を手
て

に入
い

れられなかったとき、具
ぐ

合
あい

が悪
わる

くなったこと
は？

４． 自
じ

分
ぶん

の健
けん

康
こう

や安
あん

全
ぜん

、幸
しあわ

せよりも、薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

うことや手
て

に入
い

れることのほうがずっと大
だい

事
じ

だったか？
５． 薬

やく

物
ぶつ

を手
て

に入
い

れ、使
つか

うことしか考
かんが

えられなかったので、自
じ

分
ぶん

の命
いのち

や人
ひと

の命
いのち

がどうなろうとおかまいなしだった、とい
うことは？

６． つかまった日
ひ

、薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

っていたか、あるいはすぐに薬
やく

物
ぶつ

をやらなければならない状
じょう

態
たい

だったか？
７． 自

じ

分
ぶん

には薬
やく

物
ぶつ

の問
もん

題
だい

がないというのなら、なぜやめられな
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いのか、あるいはなぜ薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

おうという考
かんが

えをやめられ
ないのか？

８． 自
じ

分
ぶん

が正
しょう

気
き

かどうか疑
ぎ

問
もん

に思
おも

ったことはあるか？

　私
わたし

たちの場
ば

合
あい

、この質
しつ

問
もん

のいくつかがイエスだったように――私
わたし

たちのなかには、いくつかどころかほとんどがイエスだった仲
なか

間
ま

が

たくさんいるが――、私
わたし

たちのアディクションを示
しめ

す証
あか

しは否
ひ

定
てい

で

きないところまで来
き

ていた。そこで考
かんが

え方
かた

を変
か

え始
はじ

めた。アディク

ションにハマっていたら自
じ

分
ぶん

がどうなるのかよくわかっているのだ

から、新
あたら

しい生
い

き方
かた

を NA で見
み

つけてみようと。

安
あん

心
しん

　薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

って気
き

晴
ば

らしをしたかったが、うまくいったためしはな
かった。薬

やく

物
ぶつ

が切
き

れたときには、相
あい

変
か

わらず苦
くる

しかったし、相
あい

変
か

わ
らず問

もん

題
だい

は目
め

の前
まえ

にあった。アディクションとは進
しん

行
こう

性
せい

の病
びょう

気
き

だ。
アディクションそのものが治

ち

癒
ゆ

することはないが、NA の 12 のス
テップで回

かい

復
ふく

することができる。そして薬
やく

物
ぶつ

から解
かい

放
ほう

された生
い

き方
かた

を身
み

につけることができるのだ。

　ときどき監
かん

房
ぼう

でひとり寝
ね

ころんで、アディクションだからい
つものごとく、一

いち

度
ど

だけと誓
ちか

えばあんなことにはならないだろ
うと考

かんが

えた。だがそうなった。前
まえ

にも治
ち

療
りょう

施
し

設
せつ

に入
はい

ったし、
前
まえ

にも刑
けい

務
む

所
しょ

に入
はい

った。ほんの好
こう

奇
き

心
しん

で罪
つみ

をおかしたが、薬
くすり

で
酔
よ

っぱらってなけりゃあ、あんなことは絶
ぜっ

対
たい

にやらなかった。
自
じ

分
ぶん

は問
もん

題
だい

を抱
かか

えている。そのことに目
め

をつぶっているわけに
はいかなくなった。薬

やく

物
ぶつ

を使
つか

わない生
い

き方
かた

があるという。それ
が欲

ほ

しい。
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　自
じ

分
ぶん

には薬
やく

物
ぶつ

の問
もん

題
だい

があることを認
みと

めたそのとき、回
かい

復
ふく

への扉
とびら

が
開
ひら

かれる。もしミーティングに行
い

けるなら、ナルコティクス アノ
ニマスでクリーンを続

つづ

け、回
かい

復
ふく

しているアディクトたちと会
あ

って話
はなし

を聞
き

くことができる。どんなアディクトもアディクションから解
かい

放
ほう

できる。ナルコティクス アノニマスの 12 のステップがあるからだ。

　ときどき頭
あたま

から指
し

令
れい

が入
はい

る。使
つか

ったっていいんだ、それほど
までに心

こころ

が傷
きず

ついているんじゃないか、と。恥
はじ

や罪
つみ

の意
い

識
しき

、欠
けっ

点
てん

や恐
おそ

れといった感
かん

情
じょう

は都
つ

合
ごう

のいい言
い

い訳
わけ

になって、いつもの
狂
くる

ったような悪
あく

循
じゅん

環
かん

がまたくり返
かえ

された。でもいまは私
わたし

の心
こころ

が、そしてこのプログラムの仲
なか

間
ま

たちが教
おし

えてくれる。どんな
につらいことでも、それはやがて過

す

ぎ去
さ

る。でもまた使
つか

ったら
ボロボロになる、と。これはほんとうに奇

き

跡
せき

だが、私
わたし

が使
つか

わな
いでいると、抱

かか

えていた問
もん

題
だい

がだんだんよい方
ほう

に向
む

かうのだ。
悲
かな

しいことに、そういう大
だい

事
じ

なことを自
じ

分
ぶん

はこれまで一
いち

度
ど

も学
まな

んでこなかった。自
じ

分
ぶん

に起
お

こったことに向
む

き合
あ

おうとせず、ハ
イになっていたからだ。

　いまは自
じ

分
ぶん

の生
い

き方
かた

に対
たい

する解
かい

決
けつ

のカギがいくつかある。そ
の一

ひと

つがプログラムと NA の仲
なか

間
ま

たちの集
あつ

まりだ。これが一
いち

番
ばん

大
だい

事
じ

なカギだ。なぜなら生
い

きかたや、感
かん

じ方
かた

、それに、自
じ

分
ぶん

をありのままに受
う

け入
い

れるにはどうすればよいかを学
まな

んでいる
からだ。いま私

わたし

には間
ま

違
ちが

う自
じ

由
ゆう

があり、間
ま

違
ちが

いから学
まな

ぶ自
じ

由
ゆう

が
ある。この自

じ

由
ゆう

のほうが、薬
やく

物
ぶつ

よりもずっとよい。

　私
わたし

たちはだれに対
たい

してもあなたがアディクトだと言
い

うことはでき
ない。なぜならそれは自

じ

分
ぶん

で納
なっ

得
とく

して決
き

めることだからだ。私
わたし

たち
に言

い

えるのは、自
じ

分
ぶん

たちはアディクトなのだということ、そして私
わたし
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たちはナルコティクス アノニマスのプログラムによって回
かい

復
ふく

と安
あん

心
しん

感
かん

を手
て

にできることを知
し

ったということだ。

ナルコティクス アノニマスがお役
やく

に立
た

つのでは？

　ナルコティクス アノニマスは回
かい

復
ふく

のプログラムであり、薬
やく

物
ぶつ

を
やめたいと願

ねが

う人
ひと

のためのものだ。アディクトがもう一
ひと

人
り

のアディ
クトの手

て

助
だす

けをする尊
とうと

さは、ほかには例
れい

がない。私
わたし

たちは定
てい

期
き

的
てき

に
集
あつ

まって、お互
たが

いがクリーンでいられるよう助
たす

け合
あ

い、回
かい

復
ふく

のメッ
セージを分

わ

かち合
あ

っている。それはアディクトならだれもが薬
やく

物
ぶつ

を
使
つか

うのをやめられるし、使
つか

いたいという欲
よっ

求
きゅう

も消
き

え、新
あたら

しい生
い

き方
かた

を見
み

つけることができるというメッセージだ。このメッセージは希
き

望
ぼう

であり、そしてアディクションからの解
かい

放
ほう

を約
やく

束
そく

するものだ。

　私
わたし

は使
つか

いながら死
し

んでいくのだと思
おも

っていた。長
なが

いことやめ
ようといろいろやってみたが、だめだった。仲

なか

間
ま

のアディクト
たちに私

わたし

から伝
つた

えられるただ一
ひと

つのアドバイスは、回
かい

復
ふく

しよう
とするように、ということだ。それはこれまで自

じ

分
ぶん

の方
ほう

法
ほう

で試
ため

してみたことよりもずっと建
けん

設
せつ

的
てき

だし、うまくいく。

　私
わたし

がまだこのプログラムにつながったばかりのころ、前
まえ

か
ら NA でやっている人

ひと

たちから、「刑
けい

務
む

所
しょ

、収
しゅう

容
よう

施
し

設
せつ

、そして
死
し

」といった言
こと

葉
ば

をよく聞
き

いたものだ。一
いっ

緒
しょ

に使
つか

っていたア
ディクトたちのことを思

おも

い出
だ

せば、みんな、命
いのち

を落
お

としたか、
刑
けい

務
む

所
しょ

か収
しゅう

容
よう

施
し

設
せつ

送
おく

りになっている。この言
こと

葉
ば

は、どれほど生
い

きることがどうにもならなくなっていたか、そしてアディク
ションに対

たい

してどれほど自
じ

分
ぶん

が無
む

力
りょく

かを考
かんが

えさせてくれるもの
だった。
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　私
わたし

たちは外
がい

部
ぶ

のどんな組
そ

織
しき

や団
だん

体
たい

ともつながっていない。NA 以
い

外
がい

の 12 のステップのグループとも、12 のステップを使
つか

ったプログ
ラムや治

ち

療
りょう

施
し

設
せつ

や矯
きょう

正
せい

施
し

設
せつ

などともつながっていない。メンバー
になるには一

いっ

銭
せん

もいらない。私
わたし

たちは日
ひ

々
び

の生
せい

活
かつ

のなかで効
こう

果
か

の
あったことを分

わ

かち合
あ

っている。ナルコティクス アノニマスの 12
のステップは、アディクションという病

びょう

気
き

から回
かい

復
ふく

するプログラム
の基

き

本
ほん

である。

　このプログラムは、自
じ

分
ぶん

がやる気
き

をもってやるべきことを、
こと細

こま

かに教
おし

えてくれる。さらに、そうやればうまくいくのだ
と証

しょう

明
めい

してくれる。自
じ

分
ぶん

が望
のぞ

んでいることが手
て

に入
はい

る。今
き ょ う

日ク
リーンな一

いち

日
にち

を送
おく

ることができる。今
き ょ う

日、私
わたし

は選
えら

ぶことができ
る。選

えら

べるから、薬
やく

物
ぶつ

のとらわれから自
じ

由
ゆう

になれるのだ。

　アディクトたちは、いろいろやってみたがことごとく失
しっ

敗
ぱい

し、捨
す

て鉢
ばち

になってナルコティクス アノニマスに足
あし

を運
はこ

んだ。自
じ

分
ぶん

なり
のやり方

かた

ではうまくいかなかった。本
ほん

当
とう

は使
つか

うのをやめたいと思
おも

っ
ていないかもしれないが、何

なに

かを変
か

えなければならないのはわかっ
ている。回

かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

むアディクトたちの話
はなし

を聞
き

いていると、自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えがだんだんはっきりしてくることが多
おお

い。だから回
かい

復
ふく

のチャ
ンスを自

じ

分
ぶん

でつかんでみよう。

　NA のスピリチュアルな行
こう

動
どう

指
し

針
しん

によって、使
つか

いたいという強
きょう

迫
はく

観
かん

念
ねん

と使
つか

うことへのとらわれにどう向
む

かったらよいかが見
み

えてく

る。とらわれとは、薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

ったらどうなるのがわかっていても使
つか

わずにはいられない欲
よっ

求
きゅう

のことだ。強
きょう

迫
はく

観
かん

念
ねん

は、いったん使
つか

い始
はじ

め

たら途
と

中
ちゅう

でやめる力
ちから

がないことだ。アディクション真
ま

っ最
さい

中
ちゅう

のとき

には自
じ

分
ぶん

のことしか考
かんが

えられないために、使
つか

うことしか考
かんが

えられな
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くなるのだ。

　12 のステップにとり組
く

むなかで、私
わたし

たちは変
か

わっていく。クリー

ンでいることを選
えら

ぶ力
ちから

がつく。使
つか

うことへのとらわれはたいてい消
き

えていく。自
じ

分
ぶん

のことしか考
かんが

えられなかったのに、自
じ

分
ぶん

以
い

外
がい

の人
ひと

の

ことも考
かんが

えられるようになる。

　私
わたし

はおろかでもなければタフでもない。私
わたし

もみんなと同
おな

じよ
うにアディクションの病

びょう

気
き

に苦
くる

しんでいる。私
わたし

はアディクトな
んかになりたくないし、囚

しゅう

人
じん

にもなりたくない。生
い

きていたい
し、愛

あい

したい。そして自
じ

分
ぶん

が手
て

にできたものや学
まな

んだことを、
私
わたし

を気
き

にかけてくれる人
ひと

たちと分
わ

かち合
あ

いたい。このプログラ
ムが私

わたし

に示
しめ

してくれるものが欲
ほ

しい。私
わたし

は昔
むかし

に戻
もど

ってあんな暮
く

らしをくり返
かえ

すわけにはいかない。それでは自
じ

分
ぶん

が傷
きず

つくばか
りだ。独

どく

房
ぼう

でじっとしていると、いま外
そと

の世
せ

界
かい

で自
じ

分
ぶん

と同
おな

じ道
みち

を歩
あゆ

んでいる人
ひと

たちがいることを思
おも

って涙
なみだ

があふれてくる。な
ぜなら、その人

ひと

たちがいま抱
かか

えている苦
くる

しみがわかるからだ。

　NA プログラムの行
こう

動
どう

指
し

針
しん

にとり組
く

みながら私
わたし

たちは自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の
ことを学

まな

ぶ。私
わたし

たちのなかには、自
じ

分
ぶん

がアディクションという病
びょう

気
き

にかかっていることをなかなか受
う

け入
い

れられない者
もの

がいる。私
わたし

たち
は自

じ

分
ぶん

に居
い

場
ば

所
しょ

があるとは思
おも

えないのだ。ミーティングで何
なん

度
ど

もく
り返

かえ

し聞
き

いた言
こと

葉
ば

は、アディクトは自
じ

分
ぶん

だけが特
とく

別
べつ

で、みんなとは
違
ちが

うと思
おも

っている、ということだ。ときには、心
こころ

もとなくて、自
じ

分
ぶん

だけみんなから取
と

り残
のこ

されているように思
おも

うことがあるが、どんな
気
き

持
も

ちになったとしても、私
わたし

たちは一
ひと

人
り

ぼっちではないことを学
まな

ぶ。ナルコティクス アノニマスには力
ちから

と支
ささ

えがあるのだ。



12 塀の中で

ミーティング

　私
わたし

たちがナルコティクス アノニマスにやってきた理
り

由
ゆう

はみなそ
れぞれだ。だが理

り

由
ゆう

がなんであれ、多
おお

くの私
わたし

たちがミーティングで
回
かい

復
ふく

のための NA メッセージを耳
みみ

にする。私
わたし

たちは、薬
やく

物
ぶつ

から解
かい

放
ほう

されて、より良
よ

い生
い

き方
かた

をする経
けい

験
けん

と力
ちから

と希
き

望
ぼう

を分
わ

かち合
あ

う。回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

むアディクトたちに支
ささ

えられ、私
わたし

たちの考
かんが

え方
かた

が変
か

わり
始
はじ

める。

　あの晩
ばん

、ベーシックテキスト『ナルコティクス アノニマス』
に書

か

かれたことを耳
みみ

にしてとても印
いん

象
しょう

的
てき

だった。あのミー
ティングのときに、これまで経

けい

験
けん

したことのなかった感
かん

情
じょう

が押
お

し寄
よ

せてきた。私
わたし

のことを知
し

りもしないだれかが、私
わたし

のことを
書
か

いている。私
わたし

と同
おな

じ問
もん

題
だい

を抱
かか

えている人
ひと

たちがいるのに、あ
まりにも自

じ

己
こ

中
ちゅう

心
しん

的
てき

だったので、それがわからなかった。あ
の晩

ばん

、NA は私
わたし

だってしあわせになれるし、薬
やく

物
ぶつ

から解
かい

放
ほう

され
て生

い

きることができるし、ありのままの自
じ

分
ぶん

を楽
たの

しめるチャン
スがあるのだと教

おし

えてくれた。さらに、私
わたし

が自
じ

分
ぶん

にもほかの人
ひと

にも与
あた

えた傷
きず

を修
しゅう

復
ふく

する方
ほう

法
ほう

があるのだとも。そして、ほかの
だれかがクリーンでいられるよう手

て

助
だす

けすることで、自
じ

分
ぶん

を愛
あい

することを学
まな

べるのだと伝
つた

えてくれた。

　ミーティングに足
あし

を運
はこ

ぶことで得
え

られる力
ちから

や支
ささ

えが、私
わたし

たちには
いつも与

あた

えられるわけではないかもしれない。ミーティングがある
かどうかはともかく、私

わたし

たちは NA の 12 のステップに示
しめ

された行
こう

動
どう

指
し

針
しん

をできる限
かぎ

り実
じっ

践
せん

している。なかには、回
かい

復
ふく

しようとしたら
すぐにアディクションという病

びょう

気
き

の苦
くる

しみが取
と

り除
のぞ

かれたという仲
なか

間
ま

もたくさんいるが、回
かい

復
ふく

しようとしてもリラプスする仲
なか

間
ま

もい
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る。だがいずれにしても私
わたし

たちにはひとつの共
きょう

通
つう

点
てん

がある。それは
諦
あきら

めないで足
あし

を運
はこ

び続
つづ

けることだ。

　私
わたし

はかなり苦
く

労
ろう

して、回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

む人
ひと

たちのなかに加
くわ

わっ
た。最

さい

初
しょ

は回
かい

復
ふく

したかったのだと言
い

いたいが、実
じつ

はそうでは
なかった。いつものように、そう振

ふ

る舞
ま

っただけだ。だが NA
ミーティングで自

じ

分
ぶん

がみんなに迎
むか

え入
い

れられていると感
かん

じた。
ここは自

じ

分
ぶん

の居
い

場
ば

所
しょ

だとも思
おも

った。私
わたし

は人
ひと

に合
あ

わせて生
い

きてき
た。それなのに人

ひと

との壁
かべ

をいつも感
かん

じていた。私
わたし

はカメレオン
のように、周

まわ

りの色
いろ

に合
あ

わせて自
じ

分
ぶん

を変
か

えることができた。
NA ではそんなことをする必

ひつ

要
よう

がないことがわかった。ミー
ティングが好

す

きになったもう一
ひと

つの理
り

由
ゆう

は、そこにいた人
ひと

たち
が私

わたし

にまた来
く

るようにと言
い

ってくれたことだ。アディクション
にハマっていたときには、そんなことを人

ひと

から言
い

われたことは
まずなかった。NA の人

ひと

たちは私
わたし

が自
じ

分
ぶん

を愛
あい

せるようになるま
で、私

わたし

を愛
あい

してくれた。

　ナルコティクス アノニマスのメンバーになるための条
じょう

件
けん

は何
なに

も
ない。私

わたし

たちは生
う

まれてはじめて、自
じ

分
ぶん

がアディクトだという理
り

由
ゆう

で受
う

け入
い

れられるのだ。自
じ

分
ぶん

がアディクトだと思
おも

っていなくてもか
まわない。ミーティングでは愛

あい

情
じょう

と自
じ

分
ぶん

が受
う

け入
い

れられているのだ
という雰

ふん

囲
い

気
き

を感
かん

じる。ミーティングが終
お

わると、なにかよい気
き

分
ぶん

でその場
ば

を離
はな

れることができる。私
わたし

たちがクリーンで生
い

きられるよ
う、ほかのメンバーたちから希

き

望
ぼう

や、実
じっ

際
さい

に役
やく

立
だ

つ情
じょう

報
ほう

を得
え

ること
ができる。

　刑
けい

務
む

所
しょ

に入
はい

っていた 3 か月
げつ

間
かん

、自
じ

分
ぶん

はミーティングには全
ぜん

部
ぶ

出
で

た。そこにいる人
ひと

たちは自
じ

分
ぶん

が望
のぞ

んでいるものを持
も

ってい
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た。それは安
やす

らぎだった。自
じ

分
ぶん

は、どこかの刑
けい

務
む

所
しょ

でだんだん
弱
よわ

っていくよりも、生
い

きている喜
よろこ

びを味
あじ

わいたかった。釈
しゃく

放
ほう

さ
れたとき、自

じ

分
ぶん

は治
なお

ったのだと判
はん

断
だん

した。でも知
し

らないうちに
何
なに

もかもが変
か

わっていた。またあのアディクションのわなにか
かって、自

じ

分
ぶん

のことも人
ひと

のこともどうでもよくなっていた。1
か月

げつ

で執
しっ

行
こう

猶
ゆう

予
よ

を破
やぶ

り、刑
けい

務
む

所
しょ

に逆
ぎゃく

戻
もど

りした。判
はん

決
けつ

は 3 年
ねん

だっ
た。それはいまから 8 か月

げつ

前
まえ

のことだった。

リラプス（再
さい

発
はつ

）

　昔
むかし

のやりかたが戻
もど

ってくることがずいぶんあるだろう。それは、
孤
こ

立
りつ

感
かん

やひとりぼっちの寂しさ、恨
うら

みや不満がきっかけかもしれな
い。ひとりでうまくやれると自

じ

分
ぶん

に言
い

い聞
き

かせているのかもしれな
い。すると無

む

力
りょく

なのだという考
かんが

えはどこかへ行
い

ってしまう。薬
やく

物
ぶつ

を
使
つか

ってもコントロールできると証
しょう

明
めい

しようとしながら命
いのち

を落
お

とす者
もの

もいる。

　ミーティングをやっている最
さい

中
ちゅう

に逃
に

げ出
だ

して薬
やく

物
ぶつ

をやった。
やったらどうなるかなど考

かんが

えたくもなかった。何
なに

も感
かん

じたくな
かった。自

じ

分
ぶん

の環
かん

境
きょう

やみじめさや孤
こ

独
どく

から逃
に

げたかった。だが
そのとおりにはならなかった。結

けっ

局
きょく

、前
まえ

より孤
こ

独
どく

で前
まえ

より自
じ

分
ぶん

を憎みながら、刑
けい

務
む

所
しょ

に入
はい

るはめになった。

　リラプス（再
さい

発
はつ

）とは、しばらく使
つか

わずにいた後
あと

、また使
つか

い始
はじ

め
ることだ。これはどんなアディクトにとっても深

しん

刻
こく

な問
もん

題
だい

だ。それ
で命

いのち

を落
お

とす者
もの

もいれば、回
かい

復
ふく

するきっかけがつかめず、絶
ぜつ

望
ぼう

と苦
くる

しみのなかで使
つか

い続
つづ

ける者
もの

もいる。使
つか

う期
き

間
かん

が長
なが

引
び

けば長
なが

引
び

くほ
ど、アディクションはますます悪

あっ

化
か

する。このように、また使
つか

おう
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という選
せん

択
たく

をすると、やりなおしてみる気
き

も、やめた時
じ

点
てん

から続
つづ

け
てみようとする気

き

もなくなる。アディクションの病
びょう

気
き

がさらに悪
あっ

化
か

するばかりか、NAでもっと良
よ

い生
い

き方
かた

を知
し

ってしまったからには、
何
なに

も知
し

らずに使
つか

っていたころのようにはいかなくなるのだ。

　また狂
きょう

気
き

に振り回されるようになった。うそをつき、だれか
らでも、というか、全

ぜん

員
いん

から盗
ぬす

みを働
はたら

いた。もちろん家
か

族
ぞく

から
も。うそをつく相

あい

手
て

としては家
か

族
ぞく

がいちばん簡
かん

単
たん

だ。自
じ

分
ぶん

を含
ふく

め、だれに対
たい

しても尊
そん

敬
けい

の気
き

持
も

ちはなかった。だれのことも、
どんなことも、何

なに

も感
かん

じなかったし、何
なに

も思
おも

わなかったし、関
かん

心
しん

も持
も

たなかった。自
じ

分
ぶん

が大
だい

嫌
きら

いだった。はめをはずして遊
あそ

べ
る相

あい

手
て

や薬
やく

物
ぶつ

のことで利
り

用
よう

できる相
あい

手
て

以
い

外
がい

は、全
ぜん

員
いん

が嫌いだっ
た。

　NA は行
こう

動
どう

のプログラムだ。どういう話
はなし

をし、どう考
かんが

え、どうす
べきかを考

かんが

えるよりも、行
こう

動
どう

することが肝
かん

心
じん

なのだ。ナルコティク
ス アノニマスの 12 のステップとともにミーティングに出

で

て、回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

むアディクトとつながり、使
つか

わずにいれば、クリーンでい
られるし、回

かい

復
ふく

が始
はじ

まる。

　ミーティングが終
お

わると、刑
けい

務
む

所
しょ

仲
なか

間
ま

のひとりと、お互
たが

いの
独
どく

房
ぼう

に忍びこんで話
はな

し続
つづ

けた。自
じ

分
ぶん

が使
つか

ったときも、やはり続
つづ

けた。二
ふ た り

人して、これ以
い

上
じょう

、刑
けい

務
む

所
しょ

に戻
もど

らないためにはどうす
ればよいかを話

はな

し合
あ

った。なぜなら二
ふ た り

人とも、きっとまた使
つか

っ
て罪

つみ

をおかし、刑
けい

務
む

所
しょ

に逆
ぎゃく

戻
もど

りするのがわかっていたからだ。
NA で解

かい

決
けつ

できるかどうかはわからなかったが、これまでのや
り方

かた

ではまた刑
けい

務
む

所
しょ

入
い

りになるのが目
め

に見
み

えていた。あの刑
けい

務
む

所
しょ

仲
なか

間
ま

は釈
しゃく

放
ほう

された日
ひ

に使
つか

って死
し

んだ。今
き ょ う

日私
わたし

は NA で回
かい

復
ふく
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できてしあわせだ。

　リラプスしても、新
あたら

しい仲
なか

間
ま

と同
おな

じように、NA のミーティング
で歓

かん

迎
げい

される。アディクションは病
びょう

気
き

であって、道
どう

徳
とく

的
てき

な問
もん

題
だい

では
ない。薬

やく

物
ぶつ

に手
て

をつけずにいると、アディクションの病
びょう

気
き

の進
しん

行
こう

が
止
と

まり、ナルコティクス アノニマスの 12 のステップにとり組
く

んで
いれば回

かい

復
ふく

が可
か

能
のう

になる。

回
かい

復
ふく

　自
じ

分
ぶん

の生
い

き方
かた

を変
か

えるには道
みち

案
あん

内
ない

が必
ひつ

要
よう

だ。私
わたし

たちが刑
けい

務
む

所
しょ

に
入
はい

っていたという事
じ

実
じつ

は変
か

えられないが、自
じ

分
ぶん

の心
こころ

のなかの壁
かべ

を壊
こわ

していけば自
じ

分
ぶん

を変
か

えるスタートが切
き

れるのだ。

　自
じ

分
ぶん

を変
か

えるための道
みち

案
あん

内
ない

が、ナルコティクス アノニマスの 12

のステップだ。変
か

わるためには、ステップにとり組
く

もうとするやる

気
き

が必
ひつ

要
よう

だし、新
あたら

しい考
かんが

え方
かた

に心
こころ

を開
ひら

き、その時
じ

点
てん

で精
せい

いっぱい正
しょう

直
じき

になる必
ひつ

要
よう

がある。これは私
わたし

たちの経
けい

験
けん

だが、ステップにとり組
く

み始
はじ

めると新
あたら

しい姿
し

勢
せい

がたいてい身
み

についている。薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

わずに

生
い

きていると、考
かんが

えがはっきりしてきて、自
じ

分
ぶん

が新
あたら

しい生
い

き方
かた

を始
はじ

めるスタートラインに立
た

っていることがわかる。

　薬
やく

物
ぶつ

が必
ひつ

要
よう

だと思
おも

ったら、手
て

に入
い

れるために何
なん

でも、どんな
ことでもやった。でもいまは縁

えん

のないことだ。今
き ょ う

日、私
わたし

は使
つか

っ
ていない。ナルコティクス アノニマスという仲

なか

間
ま

の集
あつ

まりの
なかで、薬

やく

物
ぶつ

を使
つか

わずに生
い

きる目
もく

的
てき

を見
み

つけることができた。
もっと大

たい

切
せつ

なのは、薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

わないで生
い

きていく方
ほう

法
ほう

、つま
り 12 のステップを知

し

ったことだ。このプログラムでは、12 の
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ステップを日
ひ

々
び

の暮
く

らしのなかに精
せい

いっぱい取
と

り入
い

れようとす
るなら、ものごとはかならず良

よ

い方
ほう

向
こう

に収
おさ

まるのだ。だからと
いって、それが自

じ

分
ぶん

の望
のぞ

み通
どお

りの方
ほう

向
こう

だとは限
かぎ

らないが、神
かみ

の
計
けい

画
かく

通
どお

りだということはわかる。どうしてそうなったのか分
わ

か
らないことのほうが多

おお

いが、でもそうなっている。その理
り

由
ゆう

を
探
さぐ

るつもりはない。ともかくうまくいくからだ。そのことに感
かん

謝
しゃ

している。

　ステップにとり組
く

んでいると、反
はん

応
のう

や感
かん

情
じょう

も変
へん

化
か

する。自
じ

分
ぶん

の生
い

き方
かた

をほかの人
ひと

たちに知
し

ってもらいたくなる。他
た

人
にん

を遠
とお

ざけていた
私
わたし

たちだが、近
ちか

づけるようになる。信
しん

じ、信
しん

じられることを学
まな

ぶ。
人
ひと

からはねつけられやしないかと、ありのままの自
じ

分
ぶん

を隠
かく

していた
が、その必

ひつ

要
よう

もなくなる。アディクトなら全
ぜん

員
いん

が持
も

っていた空
くう

虚
きょ

感
かん

が私
わたし

たちから遠
とお

のいていく。

　クリーンが 9 か月間続
つづ

き、ミーティングで話
はなし

をしてくれない
かと頼

たの

まれたので、緊
きん

張
ちょう

していた。自
じ

分
ぶん

がどういうことをし
て、どうなっているかをはっきり伝

つた

えなければならないのはわ
かっていた。そうしなければ、何

なに

もかもだめになるかもしれな
い。その晩

ばん

、神
かみ

がもう一
いち

度
ど

私
わたし

を支
ささ

えてくださり、仲
なか

間
ま

の収
しゅう

容
よう

者
しゃ

たちの反
はん

応
のう

にびっくりさせられた。ものごとは私
わたし

の計
けい

画
かく

通
どお

りで
はなく、神

かみ

の計
けい

画
かく

通
どお

りに、そうなるべくして起
お

こることに気
き

づ
いた。

　そのころ女
にょう

房
ぼう

が同
おな

じ町
ちょう

内
ない

の男
おとこ

の子
こ

どもを身
み

ごもっていること
がわかってから、自

じ

分
ぶん

のところに来
こ

なくなった。仮
かり

釈
しゃく

放
ほう

審
しん

議
ぎ

会
かい

から手
て

紙
がみ

が来
き

て、過
か

去
こ

の記
き

録
ろく

から、刑
けい

期
き

満
まん

了
りょう

まで仮
かり

釈
しゃく

放
ほう

は
ないと通

つう

達
たつ

してきた。
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　こういうことが短
みじか

い期
き

間
かん

のなかで起
お

こり、心
こころ

の中
なか

は煮
に

えくり
かえり、爆

ばく

発
はつ

しそうだった。それでも乗
の

り越
こ

えられたのは、神
かみ

の恵
めぐ

みと、仲
なか

間
ま

たちやスポンサー 1、そして NA ミーティング
のおかげだったといまはわかる。あのとき、ほんとうに使

つか

いた
かった。だがベーシックテキストに書

か

かれた言
こと

葉
ば

をいつも思
おも

い
だしていた。「何

なに

があっても使
つか

ってはいけない。そうすれば病
びょう

気
き

に勝
まさ

る強
つよ

さを手
て

にできる」。

　恐
おそ

れ、絶
ぜつ

望
ぼう

、怒
いか

り、恨
うら

みといったどうしようもなく嫌
いや

な感
かん

覚
かく

が、自
じ

分
ぶん

のなかで、希
き

望
ぼう

、ハイヤーパワーへの信
しん

頼
らい

、理
り

解
かい

、そ
して受

う

け入
い

れることへとゆっくりと変
か

わっていった。

　自
じ

分
ぶん

より偉
い

大
だい

な力
ちから

に頼
たよ

ればクリーンで生
い

きられるのだと、私
わたし

たち
は信

しん

じている。使
つか

うことからも、使
つか

いたいというとらわれからも解
かい

放
ほう

してくれるパワーを見
み

つけたことに気
き

づいたとき、このハイヤー
パワーをもっと信

しん

じていこうという気
き

持
も

ちになる。このパワーのこ
とを「神

かみ

」と呼
よ

ぶ者
もの

もいるが、どういう呼
よ

び方
かた

をするかは自
じ

分
ぶん

で決
き

められる。

　正
しょう

気
き

に戻
もど

してもらうためには自
じ

分
ぶん

より偉
い

大
だい

な力
ちから

を信
しん

じ、その
力
ちから

を信
しん

頼
らい

する必
ひつ

要
よう

がある。私
わたし

には自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

を取
と

り仕
し

切
き

る力
ちから

は
ない。私

わたし

は無
む

力
りょく

だ。だからこそ自
じ

分
ぶん

の意
い

思
し

をこのハイヤーパ
ワーにゆだねなければならない。自

じ

分
ぶん

の生
い

き方
かた

にナルコティク
ス アノニマスの 12 のステップを全

ぜん

部
ぶ

取
と

り入
い

れなければならな
い。そうすれば神

かみ

が私
わたし

を助
たす

けてくれる。自
じ

分
ぶん

のやりかたではで
きない。もちろん、この刑

けい

務
む

所
しょ

の庭
にわ

を自
じ

分
ぶん

で歩
ある

くことはでき
る。だが、神

かみ

に 12 のステップを使
つか

わせてくださいと、もっと

1　この重要なテーマに関するより詳しい考察については、IP No. 11『スポンサーシップ』を参照願いたい
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心
こころ

から真
しん

剣
けん

に願
ねが

わなければならない。

　12 のステップとは生
い

きていくためのプログラムだ。私
わたし

たちの経
けい

験
けん

によれば、ステップはどんな状
じょう

況
きょう

でも私
わたし

たちが切
き

り抜
ぬ

けられるよ
う手

て

助
だす

けをしてくれる。12 のステップを日
ひ

々
び

取
と

り入
い

れる力
ちから

はゆっ
くりと身

み

についていく。人
じん

生
せい

で起
お

こることをありのままに生
い

きるた
めに必

ひつ

要
よう

な力
ちから

を伸ばしていくうちに、日
ひ

々
び

の暮
く

らしのなかで私
わたし

たち
が使

つか

っている行
こう

動
どう

指
し

針
しん

によって、不
ふ

安
あん

や苦
くる

しみに襲
おそ

われたときにも
まっすぐ向

む

き合
あ

っていけるようになる。

　自
じ

分
ぶん

は 5 年
ねん

の刑
けい

期
き

を済
す

ませ、クリーンを続
つづ

けている。普
ふ

通
つう

の
人
ひと

たちのなかで生
い

きて行
い

くのは大
たい

変
へん

だったが、神
かみ

がかならず助
たす

けてくださるのだと心
こころ

から信
しん

じていた。自
じ

分
ぶん

で手
て

に入
い

れた NA
の本

ほん

を読
よ

んだ。NA のミーティングが開
ひら

かれたときには出
しゅっ

席
せき

し
た。自

じ

分
ぶん

がどう感
かん

じ、どうやってステップにとり組
く

んでいるか
をみんなに知

し

ってもらうのは大
たい

変
へん

だった。長
なが

いこと刑
けい

務
む

所
しょ

に
入
はい

っていた間
あいだ

、応
おう

援
えん

してくれる仲
なか

間
ま

がいなくなって中
ちゅう

止
し

になっ
たミーティングもあった。だが自

じ

分
ぶん

はベストをつくしてステッ
プにとり組

く

んだ。

　自
じ

分
ぶん

はアディクションに対
たい

して無
む

力
りょく

であり、生
い

きることがど
うにもならなくなったことを認

みと

めた。それは自
じ

分
ぶん

にとって曲
ま

げ
ようのない事

じ

実
じつ

だ。自
じ

分
ぶん

のまわりを見
み

てみれば、鍵
かぎ

のかかった
扉
とびら

しかないことがその証
しょう

拠
こ

だ。そのときに、自
じ

分
ぶん

より偉
い

大
だい

な力
ちから

が自
じ

分
ぶん

を正
しょう

気
き

にもどしてくれると信
しん

じるようになった。使
つか

いた
いという気

き

持
も

ちもなくなった。もっとまともな暮
く

らしが自
じ

分
ぶん

に
はあるのだ。日

ひ

々
び

の生
せい

活
かつ

はそれだけでじゅうぶんだった。

　自
じ

分
ぶん

が新
あたら

しい仲
なか

間
ま

とメッセージを分
わ

かち合
あ

うことができた
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ら、以
い

前
ぜん

のような生
せい

活
かつ

をする必
ひつ

要
よう

はないんだということを伝
つた

え
たい。自

じ

分
ぶん

たちはみんな、アディクションという病
びょう

気
き

にかかっ
ていて、自

じ

慢
まん

にならないことばかりやってきたが、そういうこ
とにとり組

く

むチャンスが自
じ

分
ぶん

たちにはあるのだ。

　回
かい

復
ふく

のなかで経
けい

験
けん

することは、初
はじ

めてのことばかりでなじみがな
く、不

ふ

安
あん

になることが多
おお

い。ときには昔
むかし

の知
し

り合
あ

いや昔
むかし

のやり方
かた

の
誘
ゆう

惑
わく

に負
ま

けそうになることがある。前
まえ

のように使
つか

っていたほうが楽
らく

なんじゃないかとも思
おも

う。だがアディクトにとって使
つか

うことは解
かい

決
けつ

策
さく

にならない。私
わたし

たちは新
あたら

しい生
い

き方
かた

を見
み

つけた。それはこれまで
私
わたし

たちが知
し

っていたどんなことよりもすばらしい生
い

き方
かた

だ。つらい
目
め

にあったとしても、クリーンになる前
まえ

の自
じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

に戻
もど

ろうとは
思
おも

わない。

　死
し

にいたる病
びょう

気
き

だから自
じ

分
ぶん

も死
し

ぬかもしれない。そういうこ
とに目

め

を向
む

けるのはつらいことだ。ときには、だれかがいろい
ろ言

い

ってくれても、どうにもならないときがある。けっきょく
わかったことは、私

わたし

には今
き ょ う

日だけしかないことだ。今
き ょ う

日、私
わたし

は
健
けん

康
こう

だ。人
じん

生
せい

に幻
げん

滅
めつ

することがあっても、生
い

きることを信
しん

じて
いきたい。人

ひと

はだれもが一
いち

日
にち

しか与
あた

えられていない、一
いち

日
にち

どこ
ろか、ときにはその一

いっ

瞬
しゅん

かもしれない。私
わたし

も例
れい

外
がい

ではない。

　自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

のことや、ありのままの自
じ

分
ぶん

を知
し

るようになり、自
じ

分
ぶん

の嫉
しっ

妬
と

心
しん

、やっかみ、プライド、憎
にく

しみ、復
ふく

讐
しゅう

心
しん

といった、
見
み

たくなかった感
かん

情
じょう

にも目
め

を向
む

け始
はじ

めた。それは、悪
わる

い人
にん

間
げん

が
良
よ

い人
にん

間
げん

になりたくて始
はじ

めたわけではない。そういう感
かん

情
じょう

を抱
かか

えていると、いつまでもすっきりしないし、かなりのエネル
ギーの浪

ろう

費
ひ

になるからだ。でもそんなことにエネルギーを使
つか

う
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わけにはいかない。

　そういう気
き

持
も

ちは、何
なに

かが間
ま

違
ちが

っているときに起
お

こることに
気
き

づいた。回
かい

復
ふく

が始
はじ

まったばかりのころは、ハイヤーパワーは
話
はな

し相
あい

手
て

だったが、いまは頼
たよ

りにするパワーになった。何
なに

が起
お

こってそういう気
き

持
も

ちになったのかを認
みと

めた。そうするとだい
たい、その感

かん

情
じょう

は消
き

えていく。消
き

えないこともある。だが時
じ

間
かん

がたつにつれて、自
じ

制
せい

心
しん

のことを学
まな

び、自
じ

分
ぶん

の長
ちょう

所
しょ

を使
つか

えるよ
うになった。また、自

じ

制
せい

心
しん

、責
せき

任
にん

、創
そう

造
ぞう

性
せい

もまた、自
じ

由
ゆう

への道
みち

なのだと信
しん

じるようになった。

　刑
けい

務
む

所
しょ

の中
なか

だろうが、外
そと

だろうが、使
つか

わずにいれば、新
あたら

しい生
い

き
方
かた

をするチャンスがある。NA プログラムは、私
わたし

たちが楽
らく

に生
い

きら
れるようになるし、何

なに

もかも自
じ

分
ぶん

の思
おも

い通
どお

りになる、などとは言
い

っ
ていない。私

わたし

たちは、必
ひつ

要
よう

なものと欲
ほ

しいものとは違
ちが

うことを学
まな

ん
でいく。ハイヤーパワーは私

わたし

たちがスピリチュアルな面
めん

で必
ひつ

要
よう

なも
のに応

こた

えてくれる。今はまだ塀
へい

の中
なか

にいたとしても、クリーンで、
ナルコティクス アノニマスの原

げん

理
り

を使
つか

って回
かい

復
ふく

することを学
まな

んで
いる人

ひと

たちとつながり、友
ゆう

情
じょう

を育
そだ

てていく必
ひつ

要
よう

がある。12 のステッ
プにとり組

く

んでいれば、どんな環
かん

境
きょう

のなかで生
い

きていても、心
こころ

の平
へい

安
あん

が手
て

に入
はい

るのだ。

　私
わたし

は自
じ

分
ぶん

が生
い

きてきたなかで心
こころ

から好
す

きだった人
ひと

たちをひと
りひとり思

おも

い出
だ

してみた。やがて、回
かい

復
ふく

を進
すす

める中
なか

でそのとき
がきて、埋

う

め合
あ

わせを始
はじ

め、これまで以
い

上
じょう

に楽
らく

な気
き

持
も

ちになれ
た。いまの私

わたし

には、前
まえ

には感
かん

じたこともなかったような心
こころ

の平
へい

和
わ

と幸
こう

福
ふく

感
かん

がある。私
わたし

には目
もく

的
てき

がある。つまり、神
かみ

が私
わたし

に向
む

け
た計

けい

画
かく

がある。愛
あい

なる神
かみ

に信
しん

頼
らい

を寄
よ

せている限
かぎ

り、そして自
じ

分
ぶん
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の NA の生
い

き方
かた

のなかにステップをあてはめている限
かぎ

り、私
わたし

は回
かい

復
ふく

への道
みち

を歩
あゆ

んでいける。私
わたし

の夢
ゆめ

はいまは夢
ゆめ

ではなくなっ
た。それは現

げん

実
じつ

なのだ。

　喜
よろこ

び、安
やす

らぎ、充
じゅう

実
じつ

感
かん

といった感
かん

情
じょう

は、ナルコティクス アノニ
マスの 12 のステップにとり組

く

みながら自
じ

分
ぶん

が成
せい

長
ちょう

し、変
か

わってい
くなかで与

あた

えられる贈
おく

り物
もの

だ。失
しつ

望
ぼう

や不
ふ

満
まん

も、日
ひ

々
び

の暮
く

らしには当
とう

然
ぜん

ついてくるものとして受
う

け入
い

れられるようになる。回
かい

復
ふく

は簡
かん

単
たん

に
はいかないにしても、やってみる価

か

値
ち

のある旅
たび

路
じ

だ。過
か

去
こ

にどんな
ことをやってきたにしても、二

に

度
ど

とくり返
かえ

す必
ひつ

要
よう

はない。もっと大
だい

事
じ

なのは、私
わたし

たちは二
に

度
ど

と使
つか

う必
ひつ

要
よう

がないのだ。

釈
しゃく

放
ほう

　刑
けい

務
む

所
しょ

にいるときに回
かい

復
ふく

を始
はじ

めた私
わたし

たちの仲
なか

間
ま

は、釈
しゃく

放
ほう

されるな
り、すぐに危

き

険
けん

が待
ま

っていることをよく知
し

っている。出
しゅっ

所
しょ

したとき
の不

ふ

安
あん

や心
こころ

もとなさに直
ちょく

面
めん

したときに襲
おそ

われる、使
つか

いたいという誘
ゆう

惑
わく

は、半
はん

端
ぱ

なものではないだろう。NA の仲
なか

間
ま

たちの支
ささ

えが必
ひつ

要
よう

な
のはまさにこのときだ。

　初
はじ

めて仮
かり

釈
しゃく

放
ほう

の審
しん

査
さ

があったとき、私
わたし

は辞
じ

退
たい

した。外
そと

の世
せ

界
かい

に出
で

て、クリーンを続
つづ

ける心
こころ

構
がま

えができているとは思
おも

えな
かった。そのあとまた、仮

かり

釈
しゃく

放
ほう

審
しん

議
ぎ

会
かい

が私
わたし

にチャンスを与
あた

え
てくれることになり、私

わたし

はぼう然となった。いま、私
わたし

のまわり
には塀

へい

がないし、人
ひと

からじろじろ見
み

られることもなくなった
が、自

じ

分
ぶん

の心
こころ

のなかに塀
へい

を作
つく

った。外
そと

の世
せ

界
かい

で自
じ

分
ぶん

一
ひと

人
り

でやっ
ていくことに直

ちょく

面
めん

させられた。それはほんとうに恐
おそ

ろしいこと
だった。
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　私
わたし

たちの経
けい

験
けん

によれば、刑
けい

務
む

所
しょ

だろうが、外
そと

の世
せ

界
かい

だろうが、ど
こへ行

い

こうが、アディクションという病
びょう

気
き

が治
なお

ったわけではない。
刑
けい

務
む

所
しょ

のなかで回
かい

復
ふく

を始
はじ

めるために取
と

った行
こう

動
どう

は、外
そと

の世
せ

界
かい

で回
かい

復
ふく

の道
みち

を進
すす

むアディクトが実
じっ

践
せん

している行
こう

動
どう

とまったく同
おな

じものだ。
私
わたし

たちが第
だい

一
いち

にすべきことは、クリーンでいることなのだ。

　刑
けい

務
む

所
しょ

にいるとき、何
なん

回
かい

かミーティングに出
で

て、ミーティン
グのあとに使

つか

ったが、私
わたし

は学
まな

んだ。まだ刑
けい

務
む

所
しょ

に入
はい

っていると
きに、NA のプログラムが効き始

はじ

めた。外
そと

に出
で

てきたが、いま
も続

つづ

いて効
き

いている。

　釈
しゃく

放
ほう

された最
さい

初
しょ

の数
すう

日
じつ

間
かん

が、私
わたし

たちが回
かい

復
ふく

を続
つづ

けるうえで重
じゅう

大
だい

な
意
い

味
み

をもつ。薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

っている人
ひと

たちとつるんでいる余
よ

裕
ゆう

はない。
ミーティングに出

で

て、回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

むアディクトたちのそばに身
み

を
置
お

く必
ひつ

要
よう

があるのだ。

　アディクションのために息
むす

子
こ

の養
よう

育
いく

権
けん

を奪
うば

われた。家
か

族
ぞく

に捨
す

てられ、まったく孤
こ

独
どく

だった。労
ろう

働
どう

釈
しゃく

放
ほう

の二
ふ つ か

日目
め

に使
つか

った。
それから 15 日

にち

間
かん

使
つか

い続
つづ

け、また罪
つみ

を重
かさ

ね、気
き

がつくと、公
こう

園
えん

で自
じ

分
ぶん

ののどにナイフを突
つ

き付
つ

けていた。刑
けい

務
む

所
しょ

でもそうだっ
たが、死

し

にたかったから生
い

き抜
ぬ

いてみようとしたことはなかっ
た。労

ろう

働
どう

釈
しゃく

放
ほう

の 90 日
にち

間
かん

、薬
くすり

を大
たい

量
りょう

に勧
すす

められることはなかっ
た。気

き

が狂
くる

ったのではないかと思
おも

うときがあった。私
わたし

は無
む

我
が

夢
む

中
ちゅう

で提
てい

案
あん

にしたがった。

　私
わたし

はひざまずいた。私
わたし

は薬
やく

物
ぶつ

のためにひどいことをやってき
た。だから生

い

きるためならひざまずこうと思
おも

った。60 日
にち

たっ
て、ついに外

そと

の世
せ

界
かい

にいる NA メンバーと連
れん

絡
らく

をとるために
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電
でん

話
わ

を使
つか

った。死
し

ぬほど恐
おそ

ろしかった。知
し

らない人
にん

間
げん

と話
はな

すな
んてことをしたら、自

じ

分
ぶん

がきっと傷
きず

つくだろう。それに前
まえ

に電
でん

話
わ

を使
つか

ったのは、だれが金
かね

をもっていて、どこに薬
やく

物
ぶつ

があるか
を知

し

るためだけだった。

　最
さい

初
しょ

の 90 日
にち

間
かん

に何
なん

回
かい

もミーティングに出
で

たが、いつも薬
くすり

を
やりたいと叫んでいた。一

いち

度
ど

は、ミーティング場
じょう

から出
で

て行
い

っ
て使

つか

ってしまわないように、文
も

字
じ

通
どお

り必
ひっ

死
し

にテーブルにしが
みついていた。「ミーティングに来

き

ていれば、かならず良
よ

くな
る」という言

こと

葉
ば

が頭
あたま

のなかをめぐっていた。NA メンバーたち
は、かならずミーティングに戻

もど

ってくるようにといつも言
い

って
くれた。ほんとうは、自

じ

分
ぶん

だって話
はなし

をし、ほほ笑
え

み、そして笑
わら

えるようになりたかった。そうなれたとしても、何
なん

年
ねん

もかかる
だろう。自

じ

分
ぶん

がどう感
かん

じているか話
はな

し、NA の仲
なか

間
ま

にすがって
いた。自

じ

分
ぶん

は何
なに

から何
なに

まで変
か

わらなければならなかった。どう
やれば変

か

われるのかわからなかったし、変
か

わると考
かんが

えただけで
恐
おそ

ろしかった。変
か

わるための答
こた

えは 12 のステップのなかにあ
る。だからクリーンが 60 日

にち

間
かん

続
つづ

いたとき、ホームグループで
ステップミーティングを始

はじ

めた。

　ミーティングは、希
き

望
ぼう

、支
ささ

え、導
みちび

きが与
あた

えられ、仲
なか

間
ま

とつなが
れる場

ば

所
しょ

だ。NA ミーティングはアディクトならだれもが歓
かん

迎
げい

され
る。ミーティングの会

かい

場
じょう

では、自
じ

分
ぶん

が受
う

け入
い

れられ、気
き

づかわれて
いることが感

かん

じられる。定
てい

期
き

的
てき

にミーティングに出
で

る習
しゅう

慣
かん

をできる
だけ早

はや

くつける必
ひつ

要
よう

がある。メンバーたちに自
じ

分
ぶん

のことを、さらに
自
じ

分
ぶん

には助
たす

けが必
ひつ

要
よう

なことを知
し

ってもらう必
ひつ

要
よう

もある。問
もん

題
だい

がある
のだと気

き

づいてもらえなければ、だれもどうすることもできないか
らだ。
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　釈
しゃく

放
ほう

されて最
さい

初
しょ

の一
いっ

週
しゅう

間
かん

は、仕
し

事
ごと

に出
で

かけ、あとはアパー
トに閉

と

じこもっていた。家
いえ

に戻
もど

ると、このプログラムの誰
だれ

かと
電
でん

話
わ

で話
はなし

をした。自
じ

分
ぶん

がどれほど絶
ぜつ

望
ぼう

的
てき

でどれほど恐
きょう

怖
ふ

心
しん

があ
るか、電

でん

話
わ

で話
はな

した。そのときは、自
じ

分
ぶん

のそういう感
かん

情
じょう

を理
り

解
かい

できなかった。でも自
じ

分
ぶん

はクリーンだった。みんなはミーティ
ングに行

い

く必
ひつ

要
よう

があると言
い

ってくれた。私
わたし

には回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

む
人
ひと

たちの助
たす

けが必
ひつ

要
よう

だった。そしてもう一
いち

度
ど

、ナルコティクス 
アノニマスのミーティングが行

おこな

なわれている部
へ

屋
や

に戻
もど

って行
い

く
必
ひつ

要
よう

があった。

　薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

わずに生
い

きたら一
いっ

体
たい

どうなるのか、多
おお

くの私
わたし

たちはまっ
たくわからなかった。回

かい

復
ふく

の道
みち

を行
い

くアディクトたちと分
わ

かち合
あ

い
をするうちに、私

わたし

たちの問
もん

題
だい

は少
すこ

しずつ減
へ

っていき、恐
きょう

怖
ふ

心
しん

が薄
うす

れ
てきた。ナルコティクス アノニマスの 12 のステップにとり組

く

むう
ちに、希

き

望
ぼう

は少
すこ

しずつ大
おお

きくなり、アディクションという病
びょう

気
き

から
だんだん解

かい

放
ほう

されていった。生
せい

活
かつ

は生
い

きがいのあるものになった。
それはこれまで自

じ

分
ぶん

で想
そう

像
ぞう

していたどんなことよりも勝
まさ

るものだっ
た。

　ときどき、自
じ

分
ぶん

の心
こころ

のなかにめぐらせた塀
へい

は、ダイナマイト
でもなければ壊

こわ

せないだろうと考
かんが

えた。だが時
じ

間
かん

はかかった
が、塀

へい

はみんな取
と

り壊
こわ

せたと信
しん

じている。薬
くすり

を使
つか

わない、ミー
ティングに行

い

く、そしてスポンサーを持
も

つということから始
はじ

め
た。スポンサーは私

わたし

がステップをやって、それを外
そと

の新
あたら

しい生
せい

活
かつ

に当
あ

てはめていけるよう、手
て

助
だす

けしてくれた。

　刑
けい

務
む

所
しょ

から外
そと

の世
せ

界
かい

に移
うつ

るのに役
やく

立
だ

ったと私
わたし

たちが思
おも

った行
こう

動
どう

は：
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 ⃝ 何
なに

があっても使
つか

わない。
 ⃝ 釈

しゃく

放
ほう

されたその日
ひ

に NA ミーティングに行
い

き、そのあと
も定

てい

期
き

的
てき

に参
さん

加
か

する。
 ⃝ スポンサーを見

み

つけ、電
でん

話
わ

をする。回
かい

復
ふく

の道
みち

を行
い

くアディ
クトたちと話

はなし

をする。
 ⃝ NA の出

しゅっ

版
ぱん

物
ぶつ

を読
よ

む。
 ⃝ NA メンバーたちの電

でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

を確
かく

保
ほ

しておく。
 ⃝ ナルコティクス アノニマスの 12 のステップにとり組

く

む。
 ⃝ もう一

いち

度
ど

、何
なに

があっても使
つか

わない。

　もはや薬
やく

物
ぶつ

があってもなくても、人
にん

間
げん

として正
せい

常
じょう

な働
はたら

きができな

い限
げん

界
かい

までたどり着
つ

いたとき、みな同
おな

じ窮
きゅう

地
ち

に陥
おちい

る。残
のこ

された道
みち

は

あるのだろうか、と。ここまで来
く

ると道
みち

は二
ふた

つしかないようだ。最
さい

後
ご

の最
さい

後
ご

まで突
つ

っ走
ぱし

って刑
けい

務
む

所
しょ

か施
し

設
せつ

か墓
はか

場
ば

まで行
い

き着
つ

くか、ある

いは、新
あたら

しい生
い

き方
かた

への道
みち

を探
さが

すかだ。昔
むかし

は、この後
こう

者
しゃ

の道
みち

を選
えら

ぶ

ことができたアディクトはまずいなかった。いまの時
じ

代
だい

のアディク

トは幸
こう

運
うん

だ。人
じん

類
るい

の歴
れき

史
し

のなかで、初
はじ

めて一
ひと

つのシンプルな方
ほう

法
ほう

が

多
た

数
すう

のアディクトたちに効
こう

果
か

を発
はっ

揮
き

しているからだ。この方
ほう

法
ほう

は私
わたし

たち全
ぜん

員
いん

が手
て

にすることができる。これが、シンプルでスピリチュ

アルな――宗
しゅう

教
きょう

ではない――プログラムのことであり、ナルコティ

クス アノニマスのことなのだ 2。

2　『ナルコティクス アノニマス』（ホワイトブックレット）より引用
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次のような NA 出
しゅっ

版
ぱん

物
ぶつ

に関
かん

心
しん

を持
も

ってもらえるのではない
だろうか

ナルコティクス アノニマス（ベーシックテキスト）

　2006 年
ねん

に発
はっ

刊
かん

されたもので、アディクションからの回
かい

復
ふく

のため
のベーシックテキストとふつう呼

よ

ばれている。そこには、NA のプ
ログラムを通

とお

してアディクションという病
びょう

気
き

から回
かい

復
ふく

したたくさん
のアディクトたちの経

けい

験
けん

と力
ちから

と希
き

望
ぼう

が分
わ

かち合
あ

われている。NA ホ
ワイトブックレットの章

しょう

をカバーし、さらに内
ない

容
よう

を展
てん

開
かい

させてお
り、また「さらなる大

おお

きな気
き

づきへ」の章
しょう

が加
くわ

えられている。また、
世
せ

界
かい

中
じゅう

のアディクトたちの数
かず

多
おお

くの個
こ

人
じん

の経
けい

験
けん

も紹
しょう

介
かい

3 され、新
あたら

し
いメンバーたちが、自

じ

分
ぶん

も同
おな

じだと共
きょう

感
かん

し、より良
よ

い生
い

き方
かた

への希
き

望
ぼう

を見
み

つける役
やく

割
わり

を果
は

たしている。

ナルコティクス アノニマス（ホワイトブックレット）

　NA ホワイトブックレットは、ナルコティクス アノニマスの仲
なか

間
ま

の集
あつ

まりによって書
か

かれた最
さい

初
しょ

の文
ぶん

献
けん

である。これは、パンフ
レット No. 1 と No. 6 に書

か

かれたすべての内
ない

容
よう

を含
ふく

め、NA プログ
ラムについて簡

かん

潔
けつ

に説
せつ

明
めい

している。

回
かい

復
ふく

とリラプス（IP No. 6）

　ホワイトブックレットからの抜
ばっ

粋
すい

で、リラプスの初
しょ

期
き

の危
き

険
けん

信
しん

号
ごう

について、また、リラプスを避
さ

けるためにアディクトができる行
こう

動
どう

について述
の

べている。

私
わたし

はアディクトなのだろうか？（IP No. 7）

　いろいろな質
しつ

問
もん

のリストがあり、自
じ

分
ぶん

がアディクトかどうかを各
かく

3　第 5 版 日本語版では未訳。Narcotics Anonymous 6th edition に収録。
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人
じん

が自
じ

分
ぶん

で決
き

める参
さん

考
こう

になるものだ。質
しつ

問
もん

は、行
こう

動
どう

上
じょう

の明
あき

らかな症
しょう

状
じょう

から、アディクションの病
びょう

気
き

に伴
ともな

う人
ひと

柄
がら

の微
び

妙
みょう

な変
へん

化
か

まで、多
た

岐
き

にわたっている。このパンフレットを読
よ

んでもらえれば、正
しょう

直
じき

にア
ディクションに向

む

き合
あ

う助
たす

けになるし、希
き

望
ぼう

も持
も

てると思
おも

う。なぜ
なら NA プログラムによる解

かい

決
けつ

法
ほう

も示
しめ

されているからだ。

今
き ょ う

日だけ（IP No. 8）

　回
かい

復
ふく

の道
みち

を行
い

くアディクトたちの助
たす

けになるよう、このパンフ
レットには 5 項

こう

目
もく

の建
けん

設
せつ

的
てき

な考
かんが

えが示
しめ

されている。基
き

本
ほん

的
てき

に毎
まい

日
にち

こ
れを読

よ

むことが理
り

想
そう

で、クリーンで新
あら

たな日
ひ

々
び

に向
む

き合
あ

う心
こころ

の持
も

ち
方
かた

をアディクトに示
しめ

している。このパンフレットのそれ以
い

外
がい

の部
ぶ

分
ぶん

は、アディクトが日
ひ

々
び

、ハイヤーパワーを信
しん

じてゆだね、NA プロ
グラムにとり組

く

めるよう、「今
き ょ う

日だけ」を生
い

きる行
こう

動
どう

指
し

針
しん

を展
てん

開
かい

さ
せている。

スポンサーシップ（IP No. 11）

　スポンサーシップは回
かい

復
ふく

へのきわめて重
じゅう

要
よう

な道
どう

具
ぐ

である。この入
にゅう

門
もん

書
しょ

は、特
とく

に新
あたら

しいメンバーにスポンサーシップについて理
り

解
かい

して
もらえるように作

つく

られている。このパンフレットは、たとえば、ス
ポンサーとは何

なに

か、スポンサーを見
み

つけるには、といった、いくつ
かの問

と

いを取
と

り上
あ

げている。最
さい

後
ご

は「スポンサーになるにはどうす
ればよいか」で締

し

めくくっている。

By Young Addicts, For Young Addicts（IP No. 13）

　このパンフレットが送
おく

るメッセージは、年
ねん

齢
れい

や使
つか

っていた年
ねん

数
すう

に
関
かん

係
けい

なく、あらゆるアディクトに回
かい

復
ふく

が可
か

能
のう

であるというものだ。
このパンフレットはまた、アディクトはみな、最

さい

終
しゅう

的
てき

には絶
ぜつ

望
ぼう

し
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かないところにたどり着
つ

くが、そこまで行
い

き着
つ

く必
ひつ

要
よう

はなく、回
かい

復
ふく

は今
いま

すぐ始
はじ

められることを強
きょう

調
ちょう

している。さらに、底
そこ

つき、決
けっ

心
しん

す
ること、周

しゅう

囲
い

からの圧
あつ

力
りょく

や家
か

庭
てい

内
ない

の問
もん

題
だい

、今
き ょ う

日だけを生
い

きること、
そして希

き

望
ぼう

のメッセージについても書
か

かれている。

新
あたら

しく来
き

た仲
なか

間
ま

へ（IP No. 16）

　この情
じょう

報
ほう

誌
し

は、NA メンバー全
ぜん

員
いん

が持
も

つアディクションという病
びょう

気
き

に、ナルコティクス アノニマスはどう向
む

き合
あ

っているかを述
の

べ
たものだ。回

かい

復
ふく

の設
せっ

計
けい

図
ず

である 12 のステップについても述
の

べてい
る。感

かん

情
じょう

に気
き

づき、感
かん

情
じょう

そのものを感
かん

じ取
と

ることや、さらに、スポ
ンサーや、NA のなかでできた新

あたら

しい友
ゆう

人
じん

たちを活
かつ

用
よう

するための提
てい

案
あん

も書
か

かれている。これらの道
どう

具
ぐ

はどれもが、アディクトが回
かい

復
ふく

を
始
はじ

め、さらにその回
かい

復
ふく

を守
まも

る役
やく

に立
た

つものである。

自
じ

分
ぶん

を受
う

け入
い

れること（IP No. 19）

　このパンフレット前
ぜん

半
はん

の「問
もん

題
だい

」の部
ぶ

分
ぶん

では、たとえば自
じ

分
ぶん

ある
いは人

ひと

のことを受
う

け入
い

れられないといった、生
い

きていくことがどう
にもならなくなった生

せい

活
かつ

のさまざまな点
てん

を扱
あつか

っている。後
こう

半
はん

の「12
のステップが解

かい

決
けつ

法
ほう

」では、回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

むアディクトが自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

も他
ほか

の人
ひと

のことも受
う

け入
い

れられるよう、生
せい

活
かつ

のあらゆる面
めん

に 12 の
ステップを生

い

かしていけるまでの道
みち

のりをまとめている。

ナルコティクス アノニマスへようこそ（IP No. 22）

　このパンフレットは、初
はじ

めて NA ミーティングに参
さん

加
か

した人
ひと

た
ちからよく聞

き

かれる質
しつ

問
もん

に答
こた

えるために作
さく

成
せい

された。ここに書
か

かれ
たメッセージはシンプルで「私

わたし

たちは薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

わないで生
い

きる方
ほう

法
ほう

を見
み

つけた。そして薬
やく

物
ぶつ

が問
もん

題
だい

となっているどんな人
ひと

とも喜
よろこ

んで分
わ
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かち合
あ

いたい」というものである。

施
し

設
せつ

や病
びょう

院
いん

を出
で

たあともクリーンを続
つづ

けるには（IP No. 23）

　このパンフレットは、治
ち

療
りょう

施
し

設
せつ

や矯
きょう

正
せい

施
し

設
せつ

といった閉
へい

鎖
さ

的
てき

な環
かん

境
きょう

から社
しゃ

会
かい

に戻
もど

った回
かい

復
ふく

中
ちゅう

のアディクトに直
ちょく

接
せつ

向
む

けて書
か

かれたもの
である。施

し

設
せつ

から社
しゃ

会
かい

へ移
い

行
こう

するなかで回
かい

復
ふく

を続
つづ

けるために必
ひつ

要
よう

な
基
き

本
ほん

をまとめている。たとえば、施
し

設
せつ

に入
にゅう

所
しょ

中
ちゅう

に NA で回
かい

復
ふく

の仲
なか

間
ま

に入
はい

るには、NA メンバーと初
はじ

めて連
れん

絡
らく

を取
と

るには、スポンサー
を見

み

つけ、そして選
えら

ぶには、さらに、個
こ

人
じん

的
てき

なサービスにかかわる
には、といった点

てん

について述
の

べている。病
びょう

院
いん

や施
し

設
せつ

といった環
かん

境
きょう

の
なかで、日

ひ

々
び

の行
こう

動
どう

についてのプログラムを作
つく

っていこうという人
ひと

たちにはきわめて貴
き

重
ちょう

な道
どう

具
ぐ

である。

For the Parents or Guardians of Young People in NA（IP No. 27）

　このパンフレットは、NA とはどういうもので、NA はどのよう
な効

こう

果
か

があるかをお知
し

らせするためのもので、ナルコティクス ア
ノニマスにいる若

わか

者
もの

をケアする人
ひと

たちに特
とく

に関
かん

連
れん

したものである。

Reaching Out

　Reaching Out は、NA ワールドサービスが発
はっ

行
こう

するニューズレ
ターで、施

し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

中
ちゅう

のアディクトや、NA のさまざまな H&I コミ
ティ（病

びょう

院
いん

施
し

設
せつ

委
い

員
いん

会
かい

）のニーズに応
こた

える目
もく

的
てき

で作
つく

られている。
このニューズレターのメーリングリストに参

さん

加
か

したい場
ば

合
あい

、ある
いはナルコティクス アノニマスのプログラムによって回

かい

復
ふく

した経
けい

験
けん

を投
とう

稿
こう

したい場
ば

合
あい

の郵
ゆう

送
そう

先
さき

は：Reaching Out, c/o World Service 
Office, PO Box 9999, Van Nuys, CA, 91409 USA
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NA Way マガジン

　『NA Way マガジン』は、NA の国
こく

際
さい

的
てき

な機
き

関
かん

誌
し

で、現
げん

在
ざい

、英
えい

語
ご

、ペルシャ（ファルシ）語
ご

、フランス語
ご

、ドイツ語
ご

、ポルトガル
語
ご

、スペイン語
ご

、日
にっ

本
ぽん

語
ご

、ロシア語
ご

で発
はっ

行
こう

されている。内
ない

容
よう

は、回
かい

復
ふく

について、サービスの経
けい

験
けん

、ユーモア、意
い

見
けん

、さらに論
ろん

説
せつ

などと、
盛
も

りだくさんである。定
てい

期
き

購
こう

読
どく

をするには、www.na.org にアクセ
スするか、NA ワールドサービスに書

しょ

面
めん

で連
れん

絡
らく

をいただきたい。



平
へい

安
あん

の祈
いの

り

神
かみ

さま

私
わたし

にお与
あた

えください

自
じ

分
ぶん

に変
か

えられないものを受
う

け入
い

れる落
お

ちつきを

変
か

えられるものは変
か

えていく勇
ゆう

気
き

を

そして二
ふた

つのものを見
み

分
わ

ける賢
かしこ

さを



ナルコティクス アノニマスの 12 のステップ

１． 私
わたし

たちは、アディクションに対
た い

して無
む

力
りょく

であり、生
い

きていくことが
どうにもならなくなったことを認

み と

めた。

２． 私
わたし

たちは、自
じ

分
ぶ ん

より偉
い

大
だ い

な力
ちから

が、私
わたし

たちを正
しょう

気
き

に戻
も ど

してくれると信
し ん

じるようになった。

３． 私
わたし

たちは、私
わたし

たちの意
い

志
し

といのちを、自
じ

分
ぶ ん

で理
り

解
か い

している神
か み

の配
は い

慮
り ょ

にゆだねる決
け っ

心
し ん

をした。

４． 私
わたし

たちは、探
さ が

し求
も と

め、恐
お そ

れることなく、モラルの棚
た な

卸
おろし

表
ひょう

を作
つ く

った。

５． 私
わたし

たちは、神
か み

に対
た い

し、自
じ

分
ぶ ん

自身に対
た い

し、もう一
ひとり

人の人
に ん

間
げ ん

に対し、自
じ

分
ぶ ん

の誤
あやま

りの正
せ い

確
か く

な本
ほ ん

質
し つ

を認
み と

めた。

６．私
わたし

たちは、これらの性
せ い

格
か く

上
じょう

の欠
け っ

点
て ん

をすべて取
と

り除
の ぞ

くことを、神
か み

にゆ
だねる心

こころ

の準
じゅん

備
び

が完
か ん

全
ぜ ん

にできた。

７． 私
わたし

たちは、自
じ

分
ぶ ん

の短
た ん

所
し ょ

を取
と

り除
の ぞ

いてください、と謙
け ん

虚
き ょ

に神
か み

に求
も と

めた。

８． 私
わたし

たちは、私
わたし

たちが傷
き ず

つけたすべての人のリストを作
つ く

り、そのすべ
ての人たちに埋

う

め合
あ

わせをする気
き

持
も

ちになった。

９． 私
わたし

たちは、その人
ひ と

たち、または他
ほ か

の人
ひ と

びとを傷
き ず

つけないかぎり、機
き

会
か い

あるたびに直
ちょく

接
せ つ

埋
う

め合
あ

わせをした。

10． 私
わたし

たちは、自
じ

分
ぶ ん

の生
い

き方
か た

の棚
た な

卸
おろし

を実
じ っ

行
こ う

し続
つ づ

け、誤
あ や

ったときは直
た だ

ちに
認
み と

めた。

11． 私
わたし

たちは、自
じ

分
ぶ ん

で理
り

解
か い

している神
か み

との意
い

識
し き

的
て き

触
ふ

れ合
あ

いを深
ふ か

めるため
に、私

わたし

たちに向
む

けられた神
か み

の意
い

志
し

を知
し

り、それだけを行
おこな

っていく力
ちから

を、祈
い の

りと黙
も く

想
そ う

によって求
も と

めた。

12． これらのステップを経
え

た結
け っ

果
か

、スピリチュアルに目
め

覚
ざ

め、この話
はなし

を
アディクトに伝

つ た

え、また自
じ

分
ぶ ん

のあらゆることに、この原
げ ん

理
り

を実
じ っ

践
せ ん

す
るように努

ど

力
りょく

した。

12 のステップは AA World Services, Inc. の許可のもとに一部改訂して転載
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